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　本書は、産業医として活動している精神科医を中心

に、適切な精神医学知識と最新知見をベースとして

Q＆A形式の平易な表現で執筆された、職場のメン

タルヘルスケアにかかわる全ての人に向けた新しい入

門書となっている。その特長は「まさに今、現場で起

こっている本当に知りたい問題」に対して、「実践的

でわかりやすい解説書」となっているところにあり、

日々現場で対応に困っている事例から事業場での予防

活動へのスムーズな展開に向けてなど、かなり広範囲

かつ体系的に問題が取り上げられている。

　それもそのはず、産業医・精神科医として職域のメ

ンタルヘルス問題に長年対応されてきている宮岡等先

生を編集代表として、産業医経験を持ちつつ産業精神

医学が専門の田中克俊先生、精神科をベースにして産

業医として活動している鎌田直樹先生の3名がタッ

グを組んで企画検討する中で、現場で最前線に立つ産

業医・産業保健スタッフにあらかじめアンケート調査

を実施したという。目次にそのような工夫が凝らされ

ていることもあり、現場担当者にとって知りたい内容

が即座に検索しやすい構成となっている。

　さらに、この3名の先生方ならではの「職域の現

場では、産業保健スタッフの協力が不可欠である」

「場合によっては、メディカルな知識よりもリーガル

な考え方のほうが重要になる」といった観点から、職

域のメンタルヘルスを専門とする看護師・保健師であ

る三木明子先生、職域の法的問題に造詣の深い弁護士

である淀川亮先生の2名が編集に加わることによ

り、職場の悩み解決につながる、多面的な視点での対

応例が豊富に示されていることも本書の魅力であろう。

　本書の序文でも指摘されていたように、メンタルヘ

ルス問題は、ネット上に多くの情報があふれる中で、

ともすると一般常識だけで理解・対応できるような気

になり、最新知見と適切な精神医学知識をアップデー

トしないままでは、不適切な対応につながる可能性が

ある。それによりメンタルヘルス問題を抱える従業員

本人だけでなく、上司や同僚、人事労務担当者にとっ

て、望ましくない結果を引き起こすこともあるのが現

実でもある。

　現場の最前線で実務にかかわるものとして、より良

い活動の実践に向けた知識のアップデートには一苦労

するが、まずは自分の知りたい情報に目次から触れて

みるのも、知識の体系化や問題解決のヒントにつなが

るのではないだろうか。メンタルヘルス問題に苦手意

識をもつ産業医・産業保健スタッフはもちろんのこと、

メンタルヘルスにかかわる全ての人にお薦めしたい良

書であり、ぜひ手に取って読んでほしい一冊である。
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